
T E A M   M I R S 2 6 0 1    ｜ 明電舎 連携P B L

癒プロジェクト
集中力モニタリングロボット MIRS-MG5

過集中・集中不足による労働災害を、データで可視化して減らす



01 ｜ チーム名・概要

本日の流れ

6名が担当を分けて説明します
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04 過集中・集中不足とミスの相関

05 一回の労災による損害

06 労災件数の規模感

07 まとめ



jiaロボットによるメンタルケア

・ヒアリングを通して自身の体調を自覚を促す

・休憩時にミニゲームなどをすることによって
ストレスを減らす



03 ｜ ストレスとヒヤリハットの相関

ヒヤリハットの原因は8つに分けられる

ある企業のデータより

状況確認不十分 無理な動作

忘れ・勘違い 連絡不十分

対策不十分 3S不十分

設備・装置の不良 災害の予測不十分



03 ｜ ストレスとヒヤリハットの相関

ストレスが増えると、ミスが増える

だから「集中ケア」が事故防止に直結する

ストレス増加→

仮説

単純ミス・確認不足は

ストレス過多の状況で顕著に増える

リフレッシュを促し 適度な集中力 を保てば

確認不足や単純ミスを減らせるのではないか？



03 ｜ ストレスとヒヤリハットの相関

うち約50%は、集中度で左右される

「状況確認不十分・無理な動作・忘れ/勘違い」は集中に依存

忘れ・勘違い

無理な動作

状況確認不十分

対策不十分

災害の予測不十分

設備・装置の不良

連絡不十分

3S不十分

集中度で防げる割合

約 50 %

集中ケアだけで

約半数のヒヤリハットを防げる可能性がある

データ引用：J-STAGE 安全工学 31(2)

状況確認不十

分

11%

無理な動作

10%

忘れ・勘違い

29%

連絡不十分

5%

対策不十分

17%

３S不十分

5%

設備・装置の

不良

9%

災害の予測不

十分

14%

ヒヤリハットの要因割合



04 ｜ 過集中・集中不足とミスの相関

実際のヒヤリハット事例

出典：厚生労働省 ヒヤリ・ハット事例集

過集中

①フォークリフト同士の衝突

後退走行中、片側の安全確認に集中しす

ぎて逆方向への注意が完全に抜け落ちて

いた。双方とも同じ状態に陥り、互いの

接近に気づかず衝突した。

一点への集中が「周辺への注意ゼロ」を

生む典型例

集中不足

②鉄板運搬中の転倒

二人が重い鉄板を持ちながら歩行。一人

は後ろ向きであった。足元が見えない状

態で作業が続き、前向きの作業者も後方

への目配り・声掛けが不足していた。

疲労・負荷による注意散漫が確認動作を

省略させる

集中不足

③ゴミ収集車内の清掃中に

機械を作動

作業者Aがテールゲート内で清掃中、作

業者Bが相手の動向を確認や声掛けなし

に始動ボタンを押した。事前の声掛けと

相互確認が一切なかった。

手順の形骸化と確認省略が重大事故の一

歩手前を招く



04 ｜ 過集中・集中不足とミスの相関

過集中・集中不足が事故を引き起こす

集中度が「適正範囲」を外れると、どちらもミスが増える

過集中

一点への集中が強すぎて、周囲への

注意が遮断される。

視野の狭まり・周辺確認ゼロ・疲弊の

自覚なし

集中不足

疲労・ストレスで注意力が散漫にな

り、手順を飛ばす。

忘れ・勘違い・確認漏れ・行動の遅延

共通する結果

どちらも「一瞬の隙」が労働災害の

直接原因になる。

ヒヤリハット → 重大事故へのエスカ

レーション

原因 原因



アンケートや口頭確認では、リア
ルタイムの状態把握ができない

表情認識とその場でのヒアリング
で客観的に状況を把握し、適切な
タイミングで介入する。

長時間の作業で集中力が落ちても
作業者本人は気づきにくい。



04 ｜ 過集中・集中不足とミスの相関

MIRSが介入することで期待される効果

検知→ヒアリング→ケアの3ステップで事故を未然に防ぐ

STEP 1  検知

カメラの表情認識でストレスレベ

ル・過集中状態をリアルタイムに

推定

STEP 2  ヒアリング

タッチパネルで体調・気分を質問

。本人に自身の状態を客観的に気

づかせる

STEP 3  ケア

短時間でリフレッシュできるコン

テンツを提供し、集中を適正範囲

に戻す



05 ｜ 一回の労災による損害

一回の労災にかかる損害額

変数 A の定量化

想定：製造工場（明電舎沼津事業所相当）での骨折・挟まれ事故 →  1か月休業

A =

350 万円

出典：明電舎ヒアリング・厚労省データ・doda調査等

補償費・人件費 70万円

ライン停止損失 100万円

設備改修・工事費 100万円

調査・安全教育費 30万円

間接損失 50万円



05 ｜ 一回の労災による損害

損害コストの内訳

明電舎ヒアリング＋公的統計ベースで積み上げ算出

1 補償費・人件費 70万円休業補償 約40万＋代替要員費30万（製造業平均給与500万

/年÷12 ≒42万/月）

2 ライン停止損失 100万円※日停止の直接損失24万（作業員20人×時給3,000円×4h

）＋残業損・生産遅延・品質費等

3 設備改修・工事費 100万円レーン改変・センサ追加・安全柵設置 工事業者2人×5万

×10日の改修工事

4 調査・安全教育費 30万円原因調査・報告書・安全会議・再教育 管理者5人×時給

5,000円×12時間

5 間接損失 50万円納期遅延・顧客対応・士気低下・作業効率低下 直接費計

300万×約15%

合計 ＝ 約 350 万円

▲ 合計は本ケースの推定値（参考文献・ヒアリングベース）。







06 ｜ 労災件数の規模感

全国の労災件数：集中関連の労災は年間約8.5万件

全国・全業種で集中力に関連する可能性がある事故を集計

全国の労災件数

約 84,994件 / 年

全国の労災135,718件のうち62.6%が

集中力に関連する型（転倒・はさまれ・墜落等）

＝ 350万円× 84,994件

（損害額換算約 2,975 億円 / 年）

絞り込みの根拠

全国の労働災害（2024年） 135,718 件

集中関連の型に絞込み（62.6%） 84,994 件

損害額 A（1件あたり） 350 万円

損害額換算（参考） 約 2,975 億円 /年



06 ｜ 労災件数の規模感

製造業に絞った規模：製造業で年間約1.5万件

製造業に絞ると実態に即した試算ができる（6年平均・変動係数約2%）

製造業に絞った労災件数

約 14,809件 / 年

製造業に絞ることで、より現実的な

実装範囲が見えてくる

＝ 350万円× 14,809件

（損害額換算約 518 億円 / 年）

15,004

14,246

14,777

15,040
15,070

14,715

R1 R2 R3 R4 R5 R6

年次実績 6年平均 14,809



06 ｜ 労災件数の規模感

労災件数のまとめ

2段階で件数規模を確認する

全国の規模

製造業

絞った規模

全国の規模

集中関連の労災（全国・全
業種）

約 84,994 件 / 年

損害額換算約 2,975 

億円

製造業に絞った規模

製造業に絞った対象範囲

約 14,809 件 / 年

損害額換算約 518 

億円



06 ｜ 労災件数の規模感（根拠）

なぜその件数か：絞り込みの根拠

公的統計（厚生労働省）に基づき3段階で対象を絞る

135,718 件 / 年
全国の労働災害（2024年 確定値）

100%

▼

約 84,994 件 / 年
集中力に関連する型に絞込み（うち62.6%）

62.6%

▼

約 14,809 件 / 年
製造業のみに絞込み（6年平均・変動係数約2%）

製造業

中間シナリオを採用した理由

「転倒」は不注意との関連を示す実証研究

が存在（JNIOSH, 2024）。

「はさまれ・墜落」は機械作動域での反応

遅延が直接事故につながる型。

過大評価を避けるため、根拠の強さに

応じた「中間」値を採用した。



06 ｜ 労災件数の規模感（根拠）

製造業の数字は安定している

R1〜R6（2019〜2024年）の6年間で変動係数わずか約2%

15,004

14,246

14,777

15,040 15,070

14,715

R1 R2 R3 R4 R5 R6

年次実績 6年平均 14,809人

代表値（平均）

14,809 人

散布度（四分位範囲）

325 人

変動係数 約2%

単年が外れ値でないことを確認

。数字の信頼性は高い。



06 ｜ 労災件数の規模感（根拠）

考えられる技術転用可能な業種

「原価 ＜ 防げる損害額」という比較は、特定の企業にも業種にも依存しない

建設

同じ事故パターン・同じ投資判断

倉庫

同じ事故パターン・同じ投資判断

医療

同じ事故パターン・同じ投資判断

5年以内に投資回収できるという結論は、低頻度・高重大度のリスクがある現場であれば業種を問わず広く成り立つ。

出典：厚生労働省「労働災害発生状況」「労働者死傷病報告」／ JISHA労働災害分析データ
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